
令和　3　年10月　7　日

監査委員への提出資料
総務部協働まちづくり課

市内公共交通に関する状況

1　全体事業の概要

自主運行バス∴ ��Y&闔h�j�,ﾉ?ｨ�ﾙ�hｨ�,儺ｹwh,委�,ｨ詹&�,h+X,H��&闔h�j�,ﾂ�

(コミュニティバス) 兀�8,ﾉ�ﾙ��.)&闔h,ﾈｨ��ｸ嶌/��9��+x.�+ﾘ-�鞅8+X,H*(.��"�

<10人乗り乗用車> ��Y}��9D紿ﾈ�.h.���y云i�ｸﾏﾈ�8/��ﾘ.�+ﾘ-���戊ﾗ8ﾆ��.(鰾�

刻を改善して運行している。 

デマンドタグシ」 ��X�x�&闔h,�*�*�.�&闔h�j�,ﾉ?ｨ�ﾙ�hｨ�,儺ｹwh,委hｺHﾏ�,ｨ,b�

<タクシー車両> �+X,H6�4��X68�ｸ�X6�4�ﾅ�/�9&霎h,X戊ﾗ8+X,H*(.��"�
・また、路線バスの廃止等の代替手段として停留所型を3路 

線で運行している。 

地域協働運行バス ��Y&闔h�j�,ﾉ?ｨ�ﾙ�hｨ�,儺ｹwh,委�,ｨ詹&�,h+X,H���8*�.x駟[��

<乗用車> �,ﾉ�ﾙu�,h馼ｼh勾�X/��8*�,H���9>�)&霎h,X戊ﾗ8+X,H*(.��"�

浅羽東:10人乗り ��X戊ﾗ8,ﾘ��&闔i�y�H,X*�.�鞅8効醜檍*ｨ益�ﾈ,h,�.�&闔h�j��

三)i上5人乗り �,ﾈ�8ﾊ�/�竧.�?ﾈ.ｨ+ﾘ戊ﾗ8/�ﾗ8,�,H*(.��(-ﾈ+ﾘ��6�8�486��ｲ�

も地域のボランティアが担っている。 

路鱒パス(秋葉バス) ��X�8,ﾈｮ隲(6�5延��ﾈ,h+X,H���ﾈ皐踊/�Jﾙ(X+Y>ﾉfｸ,�鞅8+x.��

<バス車両> 做駅I�ﾈ�X�wI(h�8傀,ﾈ-�*����ﾈ皐踊�Y(i8ﾈ�9�ﾘﾘx�9|85ｨ92�

タ一線など5路線が運行している。 

2　各事業の運行内容と利用者数

(1)運行内容(令和3年4月-)

運行路線・地区 �鞅9?ｨ�X鳧ｭB�

自主運行バス ��YfｹYH�ｬ)�ﾂ�平日のみ 

左回り6便/日、右回り　5便/日 忠D駟iD韆顋ﾈ*ﾒ��

・南部循環線 度鳬�H璽�h鳬�B�

左回り7便/日、右回り6便/口 

デマンドタクシー ��X6�4��X68�ｸ�X6�4�ﾅ��39&霎b�平日のみ 

宇刈地区、浅羽南地区、浅羽西 忠D駟iD韆顋ﾈ*ﾒ��

地区の一部 度鳬�H璽�x鳬�B�

・停留所型…3路線 宙戊ﾗ9ч�ﾈ�Y&霎h,�.h.��,�.鋳�

山梨・中東遠総合医療センタ一線 

浅羽・中東遠総合医療センタ一線 

法多線 



地域協働運行バス ��S)&霎b�祝日・年末年始等を除く以下 

浅羽東地区「めだか号」 �,ﾉvｩ?｢�

三川地区「かわせみ」 嶋鳬�H璽�x鳬�B����8秤8ﾉ&霎h�｢�憺vｩ?ｨ自7况ｩ?｢��倅��ﾉ&霎h�｢�ﾈ騅ｩ?ｨ自7况ｩ?｢�

路線バス ��SYч�ﾂ�【秋葉線・秋葉中道緑】 

(秋葉バスサービス㈱) 做駅I�ﾂ�毎日　6時台→22時台 

秋葉中遠縁 ��儁i69�ﾈ�｢�

磐田線 兌ﾙ?ｨ,ﾈ-ﾓh鳬�H璽#�鳬�B�

今井線 ��俑�鯖�ﾈ�｢�

袋井駅・中東遠総合医療センター線 ��ﾈ鯖�ﾈ抦ｧxﾕｨ,ﾈ､ｨﾕｩ?ｩ9��x鳬�H-c�h鳬�B����ﾈ皐踊�Y(i8ﾈ�9�ﾘﾘx�9|85ｨ985闔ｩ�ﾈ�｢�[ﾙ?ｨ,ﾈ-ﾓx鳬�H-c�x鳬�B�

2)利用者数 兌ﾙ�ﾃ3�D�7��令和元年度 凩��)D�7案c"�

自主運行バス ��づcオ�ﾂ�15,691人 ��"ﾃ�ペ�ﾂ�

山梨"中東遠総合医療センタ一線 �"ﾃ鼎Y�ﾂ�※1とち′ノ ��)�R�
浅羽・中東遠総合医療センタ一線 

デマンドタクシー ��ﾃ�ラ�ﾂ�3,570人 �"ﾃs�Y�ﾂ�

地域協働運行バス �2ﾃ�C��ﾂ�3,070人 �"ﾃ33��ﾂ�

秋葉バスサービス(株) 鉄SRﾃsS9�ﾂ�580,174人 鉄C�ﾃン9�ﾂ�

※1山梨・中東遠総合医療センター線と浅羽・中東遠総合医療センター線は、令和元 

年度よりデマンドタクシーに移行した。

※2令和2年度は、新型コロナウイルス感染症による外出抑制等により利用者数が減

少している。



3　経費(年間)

平成30年度 凩��ﾋ9D�7��令和2年度※4 

自主運行バス 亳ﾉIif��33,835,624円 ��ｩ_��
(R2委託先:遠鉄アシスト㈱)※1 刮�u話7戎) 

山梨・中東遠総合医療センター線 侭?������������������耳��坪耳耳耳�ｨ�ｨ�ｨ�｢�※2三一一こデブ ��

浅羽・中東遠総合医療センタ二線臆 ��Y�b�2,66l,710円 傀�R�

(R2委託先:遠鉄タクシー㈱) �/ノ碓高相/人) 

デマンドタクシー ��ﾃCSRﾃ#��冷�4,460,956円 �2ﾃc�"ﾃピ�冷�

(委託先:遠鉄タクシー㈱) ���?�ﾋ�/仍�^��.(上訴再了妙 �<y�YuXﾜHﾊR��

地域協働運行バス �2ﾃC3づ�3h冷�脚68円 儼僮iw��

(委託先:各地区運行委員会)※1 宙.x��ﾘ(�9?ﾂ��/何:千石再7砂 

路線バスへの補助金 ��賓各一一テ‾‾ ��c8���X�h�����

(補助事業者:秋葉バスサービス 鉄bﾃ�迭ﾃ���冷�52,6肇書皿0日 �38�X�UB�

㈱、遠州鉄道㈱) 宝���冷��ﾂ��∴所出!人ソ 

※l自主運行バス(Rl一)、地域協 �:ﾘ戊ﾗ86h�9*)>9N��には、車両借上 几�/�ｭﾈ-��"�

※2　山梨・中東遠総合医療センター線と浅羽・中東遠総合医療センター線は、令和元

年度よりデマンドタクシーに移行した。

※3　路線バスへの補助金は、遠鉄バス路線の廃止により遠州鉄道(株)への補助がほぼ

終了したため、令和2年度は減少した。

※4　令和2年度の自主運行バスと地域協働運行バスは、新型コロナウイルス感染症に

よる利用者数減少たため、利用者一人当たりの運行経費が上昇した。

4　市民意識調査

袋井市のまちづくりに関する調査項目(第2次袋井市総合計画の取組の評価)におい

て、公共交通施策を含む「誰もが移勤しやすいまちづくり」の評価は、重要度は「高

い・やや高い」が6割前後であるのに対し、満足度は「不満・やや不満」が4割を超え

ている状況であるが、わずかながら改善傾向である。
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5　袋井市議会総務委員会からの政策提言への対応

平成30年9月に袋井市議会総務委員会より、 「人口減少社会を見据えた地域公共交通

のあり方」に関する政策提言書が提出されたことにより、本市の新たな公共交通施策と

して以下の取組みを進めた。

( 「 )袋井市地域公共交通計画の策定

「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づき、本市の公共交通を持続

可能なものとし、市民の移動手段を確保するため、 「袋井市地域公共交通計画」を令

和3年3月に策定した。本計削こ基づき、基本方針に沿った公共交通の具体的な事業

内容を位置付けるとともに、適切な評価・検証方法について明確化した。

(2)袋井市地域公共交通会議の活用

本市の公共交通に関して協議を行う「袋井市地域公共交通会議」委員に学識経験者

として名古屋大学の加藤教授を選任したほか、袋井市議会総務委員長にも参画いただ

き、上記計画策定や公共交通施策に関して、幅広い視点からの意見を踏まえ協議を行

っている。

(3)民間路線パスの廃止や担い手不足などへの対応

利用者数の減少や深刻な運転士不足による相次ぐ民間路線バスの廃止や自主運行バ

スやデマンドタクシーの担い手事業者の確保が困難な状況の中、袋井駅を発着し市の

基幹路線であるバス路線を確保するとともに、運行形態の変更や新たなェリアでのデ

マンドタクシーの導入などにより、交通空白地域を出さないよう公共交通を維持し

た。

また、一定規模の経費を維持する中で、利便性と効率化を考慮した交通体系の見直

しを実施した。

6　各事業の課題

自主連行バス ��X暮5ﾘ贓W9�ｸ,�,x,�.h.��、運行を担うことが出来る交通事業 

者が限られている。 ��

・集落地域を広く運行しているため、目的地まで時間が掛か 

り運行本数が少なく、 凉駅�*ｩ.�+(,h,�,�,H*(.��"�#2紿,�｢�

部改善を図った。) ��

・地域協働運行バスや路線バスと運行の重複箇所がある。 

(R3.4に　-部改善を図った。) 

・バスと認識されにくいワンボックス車両での運行となって 

いる。 ��



デマンドタクシー ��X馼ｼh�(*ｨﾌ�.�+8.ｨ,H*(.��"�

・事前予約(1時間前まで)や乗り継ぎが必要で不便な部分 

がる。 

地域協働運行バス ��X7ｸ8�986X4(4�暮5ﾘ齎,ﾈｦﾙ]ｸ*ｩ>�+X*(�"�

・ボランティア運転士の高齢化による安全面・継続性の面で 

の懸念がある。 

路線バス(秋葉バス) ��Y*冰ｸ,ﾈｧy�iy駅�,ﾙ�ﾘ*(*ｩ(ｸｭH,ﾉy駅�,ﾘ晴,�*(�"�

・通学手段は自転車利用や送迎が多くバス利用は少ない。 

・待合い環境が整備されていない。 

7　各移動手段の位置づけと今後の体系(地域公共交通計画より)

自主運行バス ��X齪皦戊ﾗ86�5�,ﾘ��78�8ｹ)5�.)&闔hｹ)5�,i�ｩ��+X���9>�,ﾈﾔﾂ�

デマンドタクシー 儉ﾘ鈷/�.逢ｨ暮,�,�.h.謁駅�,X*ｸ.佰�,ｨ詹&�,h+X,H戊ﾗ8+X,B�

いる。 

・デマンドタクシーは、路線バスや自主運行バスが運行して 

いない地域において需要に応じた運行をしている。 

・今後は、「地域主体による移動手段」の導入状況により運行 

区域の見直しを行い、利便性を高める。 

地域協働運行バス ��X�Y&闔h益�ﾈ,�.h.�ｩ:韶�&��h,h+X,H��&闔h,ﾈ昆:�<��ｸ,���

じ、主に日中の高齢者の買い物や通院等の暮らしの足を確 

保するため、集落地域から市内主要施設へ運行している。 

・今後は、運行方法の見直しなど持続可能な運行方法を検討 

する。 

路線バス(秋葉バス) ��X�9>ﾉfｸ�(,ﾈ�wI�ﾈ�X�wI(i�ﾉ�ﾈ/�ｮ隲(6�5延��ﾈ,�ｩ'YWB�

け、朝晩の通学・通勤手段として多く利用されている。 

・今後は、運行路線を維持・改善し、利用者確保の取り組み 

を継続する。 


